
４０ 東西冷戦と第三勢力の台頭
４５．５ ドイツ降伏 ４５．２ 会談 ★内容

４５ 大戦の終結 ４５．８ 日本降伏 ４５．７ 会談★内容 アジア諸国の独立
４５．４ 会議 ４５．９ の独立宣言 指導者

国際連合の成立 ４５．１０国際連合の発足

★経過，機構，特色 東西軍事ブロックの形成 冷戦 ４６〜５５ ４６ 中国の国共内戦激化
４６ ４６ ソ連占領下の東欧に共産党政権が次々と成立 ４６ インドシナ戦争の開始（ 〜１９５４） 対仏

西側陣営 ４６ 演説 英の ４６（米） の独立 反共親米路線

資本主義

東側陣営 ４７ の発表 対ソ“ ” ４７（英） 独立 首相
４７ 社会主義 ４７ 発表 米国務長官 ★目的 ４７（英）パキスタン独立 教徒

４７ の結成 ４７ 上記２国の間に 紛争起こる

４８（英）セイロン， 独立

４８ 宣言 国連第３回総会 ４８ チェコにクーデターによる共産党政権 ４８ 南北 の分裂 ３８度線 ★背景
４８ ４８ 条約（ブリュッセル条約） ４８ 戦争（第１次中東戦争）

４８ ソ連による イスラエルの独立★背景

４９ （東欧経済相互援助会議） 結成 ４９（蘭） 独立 指導者
４９ ４９ （北大西洋条約機構） の結成 ４９ 国の建国 社会主義へ

４９ ドイツの東西分裂 ドイツ連邦共和国， 民主共和国 国民政府は へ

５０ 友好同盟相互援助
５０ 条約の成立 朝鮮戦争 ５０〜５３

５０．６ 朝鮮戦争の勃発

５１ ＥＣＳＣ（欧州石炭・鉄鋼共 西側 米軍中心の 軍
５１ 同体）の成立 東側 中国の 軍参戦

５１ 対日講和条約 日本の主権回復 ソ連は参戦せず

５２ （太平洋安全保障
５２ 条約） の成立 ５２ 革命 指導者

トルーマン ５２ アメリカが水爆実験に成功 ★背景 自由将校団

・

５３ （米） 大統領に交代 ５３ エジプトは共和政へ
５３５３ （ソ） 首相の死 ５３ で休戦協定成立 ナギブ初代大統領

雪どけ〜冷戦の緩和 ５４〜 ５４ （東南アジア条約機構）の成立 第三勢力の結集
５４５４ ベルリン４国外相会議 ５４ 協定 西ドイツ主権回復， ＮＡＴＯ加盟 ５４ 会議 ★参加国， 内容

５４ 会議 ★内容， 意義 ５４ の発表 インド

５４ 休戦協定 ★内容 中国

５５ 会談 ★参加者 ５５ （中東条約機構）の成立 ５５ 会議（ 会議）
５５ ジュネーブ精神， 雪どけの第１歩 ５５ 条約機構の成立 ★参加者，内容，意義 平和１０原則

５５ ソ連・西ドイツが国交回復 非同盟政策

★背景

５６ ソ連共産党第２０回大会 東欧の動揺（反ソ民族運動） アラブ民族主義（反米親ソ）
５６ ソ連の「平和共存政策」 ５６ 批判 第一書記 ５６ 宣言 ナセル大統領

５６ の解散 ５６ 事件 ポーランド反ソ暴動 ５６ 戦争（スエズ出兵）★国名

５６ 事件 ソ連軍出動による鎮圧

５７ パグウォッシュ会議 ★内容 ５７ 独立 戦後初の黒人独立国家
５７５７ （欧州経済共同体） 結成 指導者 大統領

緊張再燃
５８ 革命で王政廃止

５８ ・米仏出兵の中東動乱

５９ キャンプ＝ デーヴィド会談 ５９ キューバ革命 指導者
５９ 米 大統領 反米社会主義体制へ

ソ連 首相

６０ １７の黒人国家が独立
６０ ６０〜６５ コンゴ動乱 アフリカの年

東西危機 ６１〜 ６１ 首脳会議 場所
６１ ６１ 危機 東ドイツ政府が 構築 チトー大統領， 平和アピール

ソ連のミサイル基地撤去を要求し ６２ 協定 アルジェリア独立達成
６２ ６２ 危機 て米軍がキューバを海上封鎖 アルジェリア民族解放戦争 （１９５４〜

ソ連の譲歩
緊張緩和 ６３〜 ６３ 第１回アフリカ会議 アジスアベバにて

６３６３ 停止条約 ★内容 （ＯＡＵ）の結成

参加国


